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裏面へ

１０月２３日　石見東・矢上小学校合同授業

　毎年恒例の町政座談会が開催されま
した。地域の方々が町長、副町長、教育
長と話をされました。ふるさと納税、雲
井の里、コミュニティセンター、コミュニ
ティスクールなどそれ以外にも多くのこ
とについて話を行いました。

　石見東・矢上小学校いずれも４年生が、
断魚渓と深く関係がある野田愼さんにつ
いて授業で学びました。講師は地域の方
でした。当日は断魚渓を実際に歩いたり、
現地をみながら学習を行いました。児童は
とても興味津々で、講師の方にたくさん質
問をしておられました。

１０月２４日　町政座談会（井原地区）

  来年度にコミュニティ・スクールを立ち上げるための第１回石見
地域導入準備会を9月に行い、その後、11月にかけて計３回の会
合を開催しました。メンバーは、石見地域の小中学校の校長と公
民館主事、公民館長、学校支援地域コーディネーターです。 
  準備会では、学校・地域双方の代表を選出し、来年度の協議会
の開催回数や時期、内容について検討しました。開催回数につい
ては、各学期毎に合計3回とし、内容は学校運営基本方針の承認
や目指す子ども像の確認、更に前回の会議の内容を深める、年度
末評価を行うことで計画をしています。協議会の人選については、
保護者代表、各地区で活動されている地域の方、学校支援地域
コーディネーター、矢上高校、石見養護学校などからメンバーを選
ぶ予定で調整しています。準備会では飲み物などを用意し、リラッ
クスできる雰囲気をつくることで、第1回同様温かく楽しい雰囲気
の中で会は進みました。邑南町コミュニティ・スクールの合い言葉
である「みんなでつなげるたのしい邑南」を意識した会が持てた
のではないでしょうか。 
  これから来年度に向けて、今月末には各地域で検討した内容を
代表者会の中で共有することとなります。目指す子ども像を意識し
て取り組むことが大切だと感じています。 

 
  お問い合わせ先
  邑南町教育委員会　学びのまち推進課
   電話８３－１１２７ 
　
          
 

 コミスクコーナー
教育委員会より

１１月５日　石見東小学校　さつまいも掘り・焼きいも
　石見東小学校２年生が雲井の里裏の畑
で芋掘りを行いました。今年の６月１７日に
いもの苗を植えましたが、それらが育ち今
回の学習につながっています。たくさんあっ
たさつまいもですが、あっという間に全て
掘っていました。いも掘り終了後には地域
の方々が焼きいもを作ってくださっていた
ので、児童はおいしそうに食べていました。



井原地区の人口
令和７年１０月末現在
井原地区(人口と世帯数)
男 ２６3人　女 ２９６人　計 ５５９人 　世帯数 ２５２世帯
邑南町(人口)　９，３１８人
〒696-0101 邑南町井原2140-1　TEL/FAX 0855-95-0301　　ＩＰ　050-5207-3300

～公民館事業について～
７日（日）WEフェス（元気館）９:３0～　別紙チラシ参照
１１日（木）応急手当講習会（矢上交流センター）１９：００～　別紙チラシ参照
＊運動教室　毎週（金）１０：００～（２６日は休み）　　※１９日は運動指導士の石岡さん
＊パソコン教室　１１日、１８日（木）9：3０～
＊ひまわり教室　2３日（火）１０：００～　　小物作り

日 月 火 水 木 金 土

１

容器包装プ
ラスチック

２

燃えるゴミ

３

容器包装紙

４ ５

運動教室

燃えるゴミ

６

７

WEフェス

８

容器包装プ
ラスチック

９

燃えるゴミ

１０

ペットボトル

１１

パソコン教室
応急手当講
習会

１２

運動教室

燃えるゴミ

１３

１４ １５

容器包装プ
ラスチック

１６

燃えるゴミ、し
尿（要予約）

１７

容器包装紙

１８

パソコン教室

１９

運動教室

燃えるゴミ

２０

２１ ２２

カン・ビン・古
紙類、不燃ゴ
ミ、容器包装
プラスチック

２３

ひまわり教室

燃えるゴミ

２４

ペットボトル

２５ ２６

燃えるゴミ

２７

２８ ２９

容器包装プ
ラスチック

３０

燃えるゴミ

３１

１２月のカレンダー（２０２５．１１．１７時点）
～　井原自治会コーナー　～

折居神社の秋祭り
～こども神輿で参加しました～

　10月２７日、折居神社の秋祭りが行われ、児
童・園児など24名の子供たちと保護者の方
がこども神輿で参加し、神事を通じて井原の
伝統を体験しました。午後の授業を休止して
いただいた小学校と、お宮関係の方にはお世
話になりました。今年は天候に恵まれ、久しぶ
りに宮の本神輿に神様を乗せて上町に出か
けて神事を行い、こども神輿も後をついて宮
に帰り、玉串奉納など最後まで体験できよ
かったです。 
　

 


